














目的

研究内容・情報の整理・分析結果

仮説 研究手法

意識革命！！！
２年３組大城美綺
２年３組仲宗根仁奈
２年３組仲原吏香

探究課題

与勝地域のゴミ問題を小学生と一緒に考える

小学生にゴミに関しての
授業を行うことで、今の
生活から出るゴミ問題に
ついて関心を持ってもら
えるのではないか。

小学校での授業で、ゴミ問
題について、取り組むこと
で行動に結びつけられる授
業にしていきたい。また、
沖縄の現状を知り、地域の
ゴミ問題に対して何か行動
できるようにしたい。

・小学生に出前授業
を行う
・小学生約60人に

事前事後アンケート
をとる

【読み取れること】

普段の生活から出るごみ問題の現状を知り、小学生の段階からゴミ問題に対して
意識を持つためにはどうすればよいのか？

１４％増加

２０％増加

① あなたは、ごみ問題について関心がありますか？

④ あなたは、地域のゴミ拾い活動に参加したいですか？

③ あなたは、ルールに従ってゴミを分別して捨てていますか？

② あなたは、ゴミを減らすことは可能だと思いますか？

【結果】

・関心度は、事前に比べて、思うの割合が８人増えた。

・参加したいと思う人数は、事前に比べて２０人増加した。



研究内容・情報の整理・分析結果

課題

考察

感想

授業を通しての事前事後のアンケート結果で、元々のごみ問題の意識は高く、この
授業を行ったことでさらに意識を高めることができた。「地域のゴミ拾いに参加し
たいか？」に対しては、イベントと組み合わて参加型イベントにすることで、ビー
チクリーンは大変なものでなくみんなで協力していくことが小学生の参加も多くな
ると思う。まず、自分ができる事からするのがきっかけ作りができた。

私たちの授業を通しての、意識の変
化は見られたが、意識の変容は見ら
れたが、実際にごみ拾いに参加した
いという子がどのくらいの人が行動
に移すのか？の検証を行うため
ボランティア活動を２回企画して、
１回目と２回目の人数の変化をみら
れるのかを検証する。

・私達の授業でこんなにも事前
と事後の変化や意識が変わって
いて興味をもってくれたので良
かったです。

・この授業を通して生徒がボラ
ンティア活動に参加したいと言
ってくれたことがうれしかった

自分の生活からでる
ゴミをなくすことは、
できないけど牛乳パ
ックとかのリサイクル

からしたい

自分事のよう
に

考えてくれて
いました。


